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1原子力機構 

 

これまでの広域走行サーベイによって測定した空間線量率の地域毎の経時変化を調べた結果、避難指示区

域内外や県により空間線量率の減衰傾向が異なることが分かった。 
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1. 緒言  

福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質による空間線量率分布状況調査の一環として、KURAMA 

及び KURAMA-IIモニタリング装置[1]を用いた広域走行サーベイが 2011年度以降継続的に実施され、東北

及び関東地方での空間線量率の測定データが蓄積されている。本研究では、膨大な測定データを活用し地

域毎に空間線量率経時変化を調べた結果を報告する。 

2. 空間線量率経時変化の評価結果  

KURAMA-II を用いた走行サーベイは、2015 年度までに

岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉

県及び千葉県において継続的に実施されている。人工放射

線と自然ガンマ線（バックグラウンド）由来の空間線量率

を弁別する方法を KURAMA-II を用いた測定に適用し求め

た市町村毎のバックグラウンド[2]を空間線量率測定結果か

ら差引き、放射性セシウムによる空間線量率を求めた。福

島第一原子力発電所から 80km 圏内について、避難指示区

域の内外での空間線量率の経時変化を図 1 に比較する。避

難指示区域内外での除染の進捗の違いや車両往来等による

放射性セシウムの減少の違いが現れていると考えられる。

次に、空間線量率の比較的高い地域が存在する東北 3 県及

び栃木県での 2012年 9月測定を起点とする空間線量率（県

平均）の経時変化を図 2 に示す。空間線量率（県平均）の

減衰の傾向は物理減衰よりも早く、2015年 11月時点で物理

減衰に比べて 54%に至っていることが分かる。 
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図 1 避難指示区域内と区域外での空間線量率
の経時変化 

図 2 県平均空間線量率の経時変化 

本件は、原子力規制庁委託事業で得られた成果の一部である。 
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